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マイ防災プラン 完成レポート
【番号: 1501】 田中隆志サンプル さんの計画 HAZARD 2026 | 防災学習マップツール

【本シミュレーションの目的】
本ツールは「移動による避難」を基本としつつ、あえて「危険」となる状況も可視化することで移動リスクを認識し、移動か、それとも垂直避難や起点にとどまるのかの「次の一手」を平時から考えるための教育的シミュ
レーションです。

 起点周辺 of 考察（考えてみようの入力内容）
・ 起点にした場所はどのような施設・場所ですか？またそこの標高はどれくらいですか?
  ☞ JR北藤岡駅。標高は69mぐらい(近くの標高点が68.8mだから)。

・ この地域の【地形（河川・標高）】、【歴史（古くからの集落か・新興住宅地か）】、【農地(水田や畑地)の様子】、【交通（駅や主要道路）】について、地図記号や写真から読み取った特徴を記入してください。
  ☞ 烏川の南にある、標高70mほどの地点にある。JR八高線とJR両毛線の分岐点になっていたり、駅の南には上信越新幹線が走るなど、典型的な交通の要衡となっている。

・ 地理院地図や空中写真から、起点の近くに川や山は確認できますか？ある場合、「距離計測」では起点からの距離はどれくらいですか?
  ☞ 川はも北９３５mほどのところに東西に流れる烏川がある。山は付近にはないが、６kmほど南に庚申山。９km以上先に、山間地域が広がる。

・ もし近くの河川が氾濫した場合、水はどの方向から、どのようなスピードで押し寄せてくると推察されますか？
  ☞ 起点は、川面との高さの差があまりない、地所が低い自然堤防なので、
烏川のある北側から、かなりのスピードで水がおしよせてくると予想。

 一次避難場所周辺の考察
・ ハザードマップで、選んだ避難場所の候補地は安全（色がついていない）な場所にありますか？
  ☞ 藤岡北中学は、洪水ハザードのかかってない、比較的安全なところになている。

・ 周囲が浸水して孤立しそうな場合、その建物で数日間過ごすための「垂直避難」の備えはありますか？
  ☞ 緊急避難で使えそうな場所は、駅北側の県営住宅、病院の付近の施設がある。

・ 第一優先であるハザード外の避難所へ向かうべきか、移動リスクを避けて近くの堅ろう建築物で垂直避難すべきか。その判断を分ける決定的な要因は何かを考えてみましょう。
  ☞ 自分や周りの人間の避難行動の動きが、迅速でなかったり、トラブルがあって一次避難場所にたどり着けない場合には、近くの堅ろう建物に垂直避難するしかない。

⚠ 起点・一次避難場所周辺のハザードリスク概要
【起点】
想定浸水深（起点）: 浸水なし（または未測定）
土砂災害: 未確認 / 該当なし
津波: 未確認 / 該当なし

【一次避難場所】  緯度: 36.25794 / 経度: 139.08240
想定浸水深: 浸水なし（または未測定）
土砂災害: 未確認 / 該当なし
津波: 未確認 / 該当なし

 起点・一次避難所の基礎情報

項目 起点 一次避難場所

座標 / 名称 緯度 36.27048° / 経度 139.07936° 36.2579, 139.0824

総人口 (500mメッシュ) 833.938 人 864.379 人

高齢者比率 12.7 % 9.7 %

最大浸水深 浸水なし（または未測定） 浸水なし（または未測定）
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 1. 周辺の地形図

一次避難場所

起点

一次避難場所

起点

 地図からわかる地域概況（標高・地形・河川・山などの特徴）
・JR北藤岡駅。標高は69mぐらい(近くの標高点が68.8mだから)。

・烏川の南にある、標高70mほどの地点にある。JR八高線とJR両毛線の分岐点になっていたり、駅の南には上信越新幹線が走るなど、典型的な交通の要衡となっている。

・川はも北９３５mほどのところに東西に流れる烏川がある。山は付近にはないが、６kmほど南に庚申山。９km以上先に、山間地域が広がる。

・起点は、川面との高さの差があまりない、地所が低い自然堤防なので、

・烏川のある北側から、かなりのスピードで水がおしよせてくると予想。
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 2. 避難ルート地図

A・B・C・D共通

一次避難場所

起点

プランA(最短) プランB(高台) プランC(密集回避) プランD(傾斜度小)
※複数のルートが重なる区間は、特定のルートを代表するルートとして示している。

 避難ルート比較表

項目 プランA(最短) プランB(高台) プランC(密集回避) プランD(傾斜度小)

距離 3.4km 3.4km 3.4km 3.4km

成人 57分 57分 57分 57分

高齢者 96分 96分 96分 96分

水路等 ⚠ 2 ⚠ 2 ⚠ 2 ⚠ 2

混雑度 低い 低い 低い 低い

高齢化率 低い 低い 低い 低い

総合判定* ✓ 安全 ✓ 安全 ✓ 安全  危険
※本評価は傾斜度・浸水・時間を統合した総合判定です。傾斜度小のルートでもリスクにより「危険」となる場合があります。詳細は必ず詳細地図をご参照ください。
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 3. 避難タワーシミュレーション（時間経過による避難完了状況）

日中、1時間当たりの雨量20mmの場合

(注)日中、氾欄開始から１時間前に避難開始の場合

 シミュレーション設定と評価結果

ルート 雨量 時間帯 避難時間(成人) 避難時間(高齢者) 避難評価 最大浸水深 レッド通過 イエロー通過

A(最短) 20mm 日中 57分 96分 A 0.0m なし なし

A(最短) 20mm 夜間 82分 138分 A 0.0m なし なし

B(高台) 20mm 日中 57分 96分 A 0.0m なし なし

B(高台) 20mm 夜間 82分 138分 A 0.0m なし なし

C(密集回避) 20mm 日中 57分 96分 A 0.0m なし なし

C(密集回避) 20mm 夜間 82分 138分 A 0.0m なし なし

D(傾斜度小) 20mm 日中 57分 96分 D 13.4m あり あり

D(傾斜度小) 20mm 夜間 82分 138分 D 13.4m あり あり

 避難行動のアドバイス
① 【最優先の行動】避難は「明るい時間帯」に完了させるのが鉄則です。夜間の避難は昼間の約1.4倍時間
がかかり、転倒などのリスクが急増します。

② 【注意すべきリスク】一部のルートで深刻なリスク（レッド・イエローゾーンの通過）が検出されてい
ます。発災後の移動は命に関わるため、気象警報等が出たら迷わず「事前避難」を完了させてください。

③ 【リスクの考え方】「指定された避難場所」だけが安全とは限りません。被害状況に応じて、より高台
や安全な地域へ逃げる「広域避難」も常に選択肢に入れておきましょう。

④ 「A」と判定されているものでも、「避難完了時刻」が実際の「氾濫到達時刻」よりもわずかに前にある
ためにそのような判定になっていることもあります。

© 2025 田中隆志 / 地理屋にできること  |  出力日時: 2026/08/12 13:46



防災学習マップツール
― 洪水・孤立リスク編 ―

ページ 5 / 6

 4. 標高断面図（ルート A(最短) の推定水位と危険箇所）

【ルート A(最短) の分析】
総距離: 3370 m 安全性評価: 比較的安全
【日中の避難時】

成人: 約 57 分  高齢者: 約 96 分
✓ 日中の視界が確保された状態であれば、比較的安全に移動できると考えられます。早めの出発を心がけてください。

【夜間の避難時】
成人: 約 82 分  高齢者: 約 138 分（日中比 約1.4倍）
⚠ 夜間は暗闇による転倒・落水リスクが高まります。懐中電灯・ヘッドライトを必ず携行し、段差や側溝に注意してください。
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 1. 私の防災プラン（非常持ち出し品と保管場所）
飲料水（備蓄分）、 非常食（備蓄分）、 履き慣れたスニーカー、 携帯電話・スマートフォン、 現金、 運転免許証、 マイナンバー、 コンタクト・予備眼鏡、 常備薬、
ウェットティッシュ・除菌シート、 ゴミ袋（中・大）、 マスク、 あなたは避難の際に重要だと考えた必要品には何があがりますか？、
現実の避難手段としてその移動手段（徒歩または車両）を想定した具体的な理由は何ですか？また、「どんな状況なら車を使うべきか」の境界線はどこにあると考えますか？、
とどまるか、移動するかの決断理由は説明できますか？

 【保管場所のアドバイス】
普段からの備えとして、定期的に持ち物の点検と賞味期限の確認を行いましょう。いざという時にすぐ持ち出せるよう、玄関付近や寝室など、手の届きやすい場所に保管しておくことを強
く推奨します。

① 情報収集のため、「モバイルバッテリー」は非常に重要です。通信手段の確保を心がけてください。

② 停電に備え、「懐中電灯・ヘッドライト」を追加することを強く推奨します。

③ 断水時の衛生環境を保つため、「簡易トイレ」の準備も忘れないでください。

 2. マイタイムライン診断とアドバイス（行動指針）
① 【必須の備え】推定孤立期間（3日）を乗り切るための水と食料の準備が必要です。飲料水は1人につき1日3Lが基準です。

② 現在の設定では一定の備えができていますが、災害は想定外の規模で発生する可能性があります。

③ 常に最新の気象情報に注意し、危険を感じる前に「事前の早期避難」を心がけてください。

④ また、指定避難場所だけでなく、より安全な地域への広域避難も有効な選択肢として検討しましょう。

⑤ 家族との事前相談、緊急時の連絡方法（集合場所等）を事前に家族と決めておくこと。
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